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地域に貢献する子どもに

平成25年度「子どもの社会力育成塾」
～活動テーマ～

「地域の歴史を学び、
地域の良さを町民に広げる」

参
加
対
象

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で

（
平
成
25
年
度
参
加
者
数
14
人
）

活
動
内
容

　

「
高
鳥
居
城
」
「
守
母
神
社
」
「
男
地
蔵
・

女
地
蔵
」
の
歴
史
に
焦
点
を
絞
り
、
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
現
地
調
査
や
聞
き
取
り

調
査
な
ど
を
行
い
、
歴
史
へ
の
関
心
と
知
識
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、
夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の
家
で

の
宿
泊
研
修
で
仲
間
と
の
友
情
の
輪
を
広
げ
、

ま
た
、
９
月
に
は
、
い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
、
参

加
者
に
自
分
た
ち
が
調
べ
た
内
容
を
発
表
す
る

な
ど
、
地
域
貢
献
隊
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、
須
恵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お

い
て
、
し
め
縄
作
り
体
験
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
社
会
力
育
成
塾

　

福
岡
県
の
「
子
ど
も
の
社
会
力
育
成
推

進
事
業
」
の
８
市
町
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、

子
ど
も
た
ち
の
地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献

活
動
を
通
し
て
、
規
範
意
識
や
自
尊
感
情

を
高
め
る
と
と
も
に
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
（
役
割
や
責
任
）
の
向
上
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。
須
恵
町
は
、
８
地

区
の
う
ち
の
１
つ
に
選
ば
れ
、
須
恵
東
中

学
校
校
区
を
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
「
須
恵
町
子
ど
も
の

社
会
力
育
成
塾
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

塾
生
の
成
長
と
活
動
の
成
果

　

７
月
６
日
の
開
講
式
を
皮
切
り
に
十
数
回
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
１
年
間
の
活
動
を
通

じ
、
塾
生
同
士
の
仲
間
意
識
の
向
上
、
須
恵
町
の
歴
史

へ
の
関
心
や
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
８
つ
の
モ
デ
ル
地
区
の
参
加
者
が
集
っ
た

実
践
発
表
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
内
容
を
堂
々
と

参
加
者
に
発
表
し
、
大
き
く
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

福岡県子どもの社会力育成塾
実践発表会　３月１日

第一回育成塾
「須恵町ってどんな町？」

７月 27日

夏季宿泊研修（夜須高原）
８月６日～８日

須恵町在住の石瀧豊美先生に
秋月の歴史を学ぶ
８月８日

いきいきコミュニティ
史跡めぐりウォーキング

９月 29日

しめ縄作り体験を通じ、伝統を学ぶ　
12月 14日

高鳥居城（岳城）の
歴史を学ぶ
10月 26日

　

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
の

少
な
い
学
生
で
あ
る
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
に
よ
り
、
納
付
を
先
送
り
（
猶
予
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
か
ら
平
成
26
年
度
（
平
成
26
年
４
月

～
平
成
27
年
３
月
）
の
申
請
が
で
き
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法　
学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
存

学
証
明
書
を
持
参
し
て
、
住
民
課
国
保
年

金
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点　
前
の
年
に
申
請
し
た
人
も
、
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。

①
在
学
中
に
け
が
、
病
気
や
事
故
で
障
害
を

負
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

（
受
給
資
格
期
間
）
に
含
ま
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
納
付
を
先
送
り
（
猶

予
）
す
る
制
度
で
あ
り
、
学
生
納
付
特
例

を
受
け
た
期
間
は
将
来
受
け
取
る
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
額
を
増
や
し
た
い
場
合
は
、
10
年
間

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
２
年
１
か
月
さ
か

の
ぼ
っ
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
、
平
成
25
年
度
の
申
請
を
忘

れ
て
い
た
人
は
、
当
時
学
生
だ
っ
た
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
、
今
す
ぐ
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
９
３
２
・
１
４
６
７

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

　
（
内
線
１
１
５
）

70
～
74
歳
の
被
保
険
者
に
係
る
窓
口
負
担

見
直
し
に
つ
い
て

平
成
26
年
度　

学
生
納
付
特
例
の
申
請

受
付
が
始
ま
り
ま
す
！

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
は
、
法

律
上
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
例
措
置

で
こ
れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
の
ま
ま
）。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組
み

と
す
る
た
め
、
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
70
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
人
か
ら
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先　
住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
９
３
２
・
１
４
６
７

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

　
（
内
線
１
１
５
）

（
今
ま
で
）

●
小
学
生
～
69
歳
ま
で　

３
割
負
担

●
70
歳
～
74
歳　

２
割
負
担

（
特
例
措
置
と
し
て
１
割
負
担
）

●
現
役
並
み
所
得
者　

３
割
負
担

（
見
直
し
後
）

４
月
２
日
以
降
に

　

誕
生
日
を
迎
え
た
人
か
ら
実
施

●
小
学
生
～
69
歳
ま
で　

３
割
負
担

●
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

誕
生
日
の
翌
月
か
ら　

２
割
負
担

※
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
、
そ
の
月
か

ら
２
割
負
担

●
70
歳
か
ら
74
歳
の
今
ま
で
特
例
措
置

を
受
け
て
い
た
人　

１
割
負
担

●
現
役
並
み
所
得
者　

３
割
負
担

学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る

メ
リ
ッ
ト

過
去
２
年
間
申
請
し
忘
れ
た

人
は
今
す
ぐ
手
続
き
を
！




